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はじめに

生成AIの使い方を論理的に説明できますか？
ChatGPTが登場して以来、世界ではずっと生成AIブームが続いています。

生成AIの具体的な活用方法といえば、やはり文章の要約やアイデア出しなどが
有名でしょう。実際、これらは生成AIの性質上、合理的な使い方といえます。
それでは、これらの使い方がなぜ有効なのか、あなたは説明できますか。あ
なたが本当に取り組むべきなのは、生成AIの表面的な使い方（How）を片っ端
から調べて時間を浪費することではなく、そもそもなぜその使い方が有効なの
か、Whyを知ることです。そしてこのWhyについては、実は生成AIの登場か
ら大きく変わっていません。
基本に立ち返って理屈で考えることで、見かけ上のちがいに振り回されず、
冷静に生成AIの活用方法を見定められるようになります。なお、ここであげた
例については、本編の2.3で解説します。

忙しい人に生成AIの本質だけを伝える本が欲しい
筆者は業界でも珍しい「AI研究開発」と「システム開発」両方のリーダー経験

を持つレアな人材として、生成AIの基礎知識から本格的なシステム導入まで
1冊で体系的にカバーできるよう、エッセンスだけを厳選しました。
本書は、よくある「特定ツールだけに肩入れ・フォーカスする本」ではあり
ません。フラットな立場から業界全体を俯瞰し、商用利用できる主要な生成AI
ツール群を幅広く紹介します。ただし、こうした特定ツールの使い方（How）
は流行り廃りが激しく、実際このようなハウツー本はすでに数多く存在しま
す。そのため、本書では各ツールの詳細なセットアップや操作方法までは扱い
ません。代わりに、なぜそのツールを使うのか（Why）に注力して紹介します。
同様に、本書では生成AIにまつわる基礎知識から応用技術まで一通り紹介し

ますが、各手法（How）を淡々と羅列するのではなく、理屈（Why）にもとづ
いてどう使い分けるか（Which）まで踏み込んで解説します。
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誰もが生成AI導入を成功に導ける本が欲しい
本書では、明日から実践できる具体的なアクションプランを提案します。生

成AI活用のスタートダッシュを支援することはもちろん、筆者自身のAIシス
テム導入経験をもとに、「PoC止まり」で終わらないための注意点を具体的に
紹介します。後者については ITエンジニアだけでなく、業務ユーザーから経営
者まで、特にこれから生成AI案件に関わるすべての人に知ってほしい内容を
詰め込んでいます。
また、本書は初心者でも概念をイメージしやすいよう、図解にも力を入れて
います。各章のまとめにも見開きの図解を入れているので、振り返りやイメー
ジアップに活用してください。一部の図には謎解き要素や小ネタが仕込まれて
います。ところどころに隠されたユーモアを探してみてください。

想定読者と本書のゴール
本書の主な想定読者を次に示します。

●	生成AI導入案件のポイントを手っ取り早く押さえたい方
●	RAGやAIエージェントなどの生成AI技術を体系的に学びたい方
●	ChatGPTの活用レベルを要約や文章生成から上げたい方

なかでも、本書は生成AI導入案件の当事者を強く意識しています。当事者
というのは ITエンジニアはもちろん、業務ユーザーや企画職も含みます。筆者
の経験上、こうしたステークホルダー全員が生成AIのポイントを押さえている
プロジェクトは成功しやすいです。ただし、一部の開発者向けコンテンツに関
しては、見出しに「上級者向け」とつけています。
あなたが本書を読み終える頃には、次の状態になっているはずです。

●	生成AIの基本知識を体系的に理解している
●	  ベースライン技術（RAGやAIエージェント）を自分で選定・説明できる
●	企業独自のデータやプロセスを扱う業務にも生成AIを活用できる
●	生成AI案件の特性に応じて、何を勉強すればよいか次の一手がわかる	
（例：高度なRAG案件に参画する場合、検索エンジンや文書加工処理）

本書によって、日本全体の生成AI活用レベルがほんの少しでも底上げできる
としたら、AIエンジニアとしてこれ以上の幸せはありません。
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